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２０２４年 １月 １４日  第４７９号 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 
℡  86-2985 
Fax 86-0415 

岡田 重美 
⼟⼭町南⼟⼭甲 78-15 

℡ 66-0696 
Fax 66-0696 

西山 実 
⽔⼝町本丸 3-28 
℡ 62-3044 
Fax 62-3044 

 

各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対
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多文化共生センター条例など２つの条例制定 市長 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度甲賀市一般会計補正予算(第５号・第６号) 市長 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

甲賀市職員の給与に関する条例の一部改正 市長 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

甲賀市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正 市長 谷永　兼二 岡田　重美 可決 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

指定管理に関する２１件の議決/福祉医療助成条例など９つの条例一部改正 市長 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

特別会計補正予算、財産取得、指導の認定など１３議案 市長 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ガザ地区における平和の実現を早期に求める決議 西村　　慧 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

唯一の被爆国日本政府として核兵器禁止条約の早期批准を求める意見書 西山　　実 山岡　光広
奥村　則夫

木村　眞雄
否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

介護保険料２割負担対象者拡大の中止を求める意見書 岡田　重美 西山　　実 橋本　律子 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

ライドシェア導入の見直しを求める意見書 山岡　光広 岡田　重美 堀　　郁子 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等を求める意見書 田中　將之 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

食品ロス削減への国民運動のさらなる推進を求める意見書 堀　　郁子 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認知症との共生社会の実現を求める意見書 木村　眞雄 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

精神障がい者に対する福祉医療助成制度の改善を求める請願 ３団体 採択 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国に対して所得税法５６条廃止の意見書提出を求める請願
草津甲賀民

商婦人部
岡田　重美 戎脇　浩 不採択 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

討論なし

公明党自由民主党誠翔会

議

長
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裁

決

に

加
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ず

討論なし

討論なし

提出 可否

共産党 凜風会

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

 ２０２３年１２月定例議会は、１１月２９日開会し１２月２２日に閉会しました。多文化共

生センター及び幼保連携型認定こども園条例の制定や物価高騰対策としての補正予算など５

４議案が提案されました。また２つの請願と８件の意見書・決議が提案されました。日本共産

党は、議員に対する期末手当の引き上げについてのみ反対しました。詳細は下記表参照。 
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策
を
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核兵器禁止条約が発効し、６９カ国が批准し

ているのに、唯一の戦争被爆国・日本の政府は

批准していません。日本共産党が議案提案権を

活かして意見書を提案(西山議員)しましたが、

賛成したのは日本共産党市議団３名と無会派

の福井進議員のみ。自民党誠翔会と公明党と、

２０１７年１２月議会では同様意見書に賛成

した凛風会も今回は反対の態度でした。 
自民党誠翔会の奥村則夫議員は「条約に参加

すれば、米国による核の抑止力が正常化を損な

い、国民の生命と財産を危険にさらすことを容

認する」と。公明党の木村眞雄議員は、条約の

理念に賛同すると前置きしながら、「仮に現時

点で日本が批准すると、日米関係に亀裂が入

り、今後の日米安保に大きな課題が生じる」と、

いずれも「核抑止力」を強調して反対しました。

賛成討論に立った山岡光広議員は「核抑止論

は、いざという時は核兵器を使用し非人道的惨

禍を引き起こすことをためらわない議論」だと

批判、早期批准の必要性を強調しました。 

「米国による核の抑止力の正当化を損なう」…自民党誠翔会・奥村則夫議員 
「日米関係に亀裂が入り、日米安保に大きな課題が生じる」…公明党・木村眞雄議員 


